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t l  け て 月 に l 人が 2�6 1=1 間， 1 l �2 月 に は 不 定 期に ハ ?

引 岡 山 県病害虫防隊所の活動 | ウ スの 野菜病害虫を主に巡回調査し て いるo i 
; i l - は |ーと い こ と カ ら 女性 j

伝 ? ひで む だけの巡In l調査が始ま り ， 圏場調査時には 出家の 人と i
(向 山 県病害虫 |釣 除所 那須英夫 ) 工の 会話 も 和やかに進 み， 農家からは好評との こ とで張 ;

守 本県の病害虫防除所の現在の 組織は， 岡 山 県出業総 り 切っ て いる。 t
+ 合セ ン タ一民業試験場内 (赤磐郡山 |馴IJ )に設的され ( 2  ) 発生予察技術の 改善 + 
4 て いる。 職員は所長 (農業試験場長が 兼務 ) 1 名， 研 1 991 �97 年にかけ て キ クにおける ア ザミ ウマ類の 品; 究 糊 6 名で構成され， 病虫研究 室の 業務を兼務し て 発生予察につ い て， 粘着トラ ップ調査で主要寄生種を ;; いる。 基本的には， 防|徐所は病害虫の 発生予察と試験 効率的に誘殺するための 粘着板の 色と 高さを明らかに i
f 研究 ， 病虫研究 室は農薬の 笑用化試験と試験研究 の 業 し， 調査実施基準を作成した。 +

+ + 務を待っ て いる。 そのほか， 農薬販売出 などの安全指 1 995�99 年にかけ て 葉 い も ち の 感染好適条件を判 +; 導のために 県削 か所の 炭林水産事業部に各 1 名の策 定するモ デル 「 ブラス タム」 につ い て検討し， 岡 山 県 ik l- 他方 1999 山 一向 叫 |…ヵ ったので -r
北部の 巡回調査や 支場の 予察 園場の 制査 などを兼務し 「 プ ラス タム ー 岡 山 版 」 を作 り ， 岡 山 県で い も ち病の

自 て いた 1 名が 2000 年度に減員と な り ， 下記の 仕事の 発生が 多 い 1 ) 1・北部に適用で き る ことが分かった。 さ f
+ 遂行に苦慮し て いると こ ろである。 らに判定結果を1 KI11 メ ッシ ュ ごとに地図 表示で き る +j 1 病害虫のー 「 プ ラス タ… ュ-lli'd ùlJl&J を作成し て 出

( 1 ) 調査内容と調査方法 の 初発生時期が予測で き つつある (図 )。 現在は， こ l

+ 予察悶場の調査 : 試験場内の予察 悶場にある イ ネ， れらの適合性を検討するとと も に， 薬 剤散布適期との ;
T モモ， ブドウ， トマト， キ ュ ウリ， ハ ク サ イ， キクに 関係を解 明し て いる。 問題点とし ては， い も ち病対象 十
+ つ い て病害虫の発生推移を 4�1 l )-J の 期 間に約 1 0 日 の 箱施薬が持及し て いる こ とから， 調査園場の 設定に +
品 お き に調査する。 さらに， 水田や'*樹同の 予祭灯に よ 背隠するとと もに， 巡回調査に よ る発生状況から広域 4
Z る害虫の誘殺消長調査， 黄色水盤に飛来する アプ ラム 的初発生時期を把握する こ とが難しく なっ て いるのが i; シ類の調査， コ ナ ガ， ナシ ヒ メシ ン ク イムシ などの フ 現状である。 ; 
f エ ロ モ ントラ ップ調査の 業務がある。 また， イネ縞葉 また， リモートセ ン シ ン グに よ る水稲病害虫の発生 ;
+ 枯病お よ び イ ネ萎縮病の病原 ウ イlレスを媒介する ヒ メ 予察につ い て も 検討し て いる。 こ れは非破壊・非接触 +
4 卜 ビ ウ ンカお よ び ツ マ グロ ヨ コバ イの保毒虫率を検定 で離れた所から対象物を同定ある いは測定する リ モ- + 
4 し， 予報の 根拠に利用し て いる。 トセ ンシ ン グ技術を 用 い， 精度が 高く 省力 的 な 予察調 ;
士 巡回調査 岡山 県は， 中 ・ 北部の 中 山 間地と 南部の 査手法 (病筈虫発生モニタリ ン グ手法 )を確立 する も ft

… …で き 附 物 も 酬 は ぶ一…よぶ:二i j
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; 光域) を撮影 し ， こ れ ら の 写真か ら 得 ら れ る 画像デ一 樹では経済連が窓 口 と な っ て モ モ ， ブ ド ウ ， ナ シ， ミ ;
; タ を 解析 し た 結果， 葉 い も ち が中~甚発生の場合， 園 カ ン部会が そ れ ぞ れ 5�6 回程度研究会 を 開催 し て い ;
+ 場 に お け る 調査 と 同程度の精度 を有す る 省力的 な発生 る 。 一方， 野菜や花 き な ど の栽培部会で は 普及所や農 f
品 モ ニ タ リ ン グ が可能 で あ る と 考 え ら れ た 。 2000 年度 協の 要請で， 不定期 に 研修会 を 開催 し て い る 。 こ れ ら 4
; か ら は ， 水稲病害虫 を 中心 に 可視光域以外の波長域 を の病害虫研修会の対応 は， 主 に病害虫専技， 防除所お ;
j 用 い た り モ ー ト セ ン シ ン グ に よ る 精度 の 高 い発生モ ニ よ び、病虫研究室で行 っ て い る 。 ; 
; タ リ ン グ手法 を 確立す る た め ， 分光反射計や 熱赤外放 ( 3 ) 病害虫防除資料作成への参画 ; 
守 射温度計 を 用 い た 近倭 リ モ ー ト セ ン シ ン グ を 実施 し て 資料 と し て は ， r農作物病害 虫 等 防除指針」 の 作成 十
4 い る 。 が あ る 。 こ れ ま で 2 年 に 一度 全 面 改 定 を 行 っ て い た +

; ( 3 ) 情報の提供 が， 附 年度か ら ， 3 年 に l 回 の 改訂 と し ， そ の 間 は ;
; 警報， 注意報， 特殊報， 予報 な ど は報道機関 も 含 め 作物別 の適用薬剤 と 各種病害虫 に 対す る 効果 の 表 を 追 ;
; 約 100 か所 に 送付 し て い る 。 そ の ほ か に 「植物防疫情 補版 と し て作成 し て い る 。 ; 
+ 報j に よ っ て ， 主要病害虫 の発生予報や注意報の前段 3 防除技術の開発 十
品 階 と し て の情報 を 提供 し て い る 。 こ れ ら の発生予察情 普及セ ン タ ー や経済連か ら 防除技術の開発が要望 さ 4
i 報 は ， 従来の郵送が中心で あ る が， 警報， 注意報の場 れて い る 病害虫 を 中心 に 研究課題 を設定 し ， 防除技術 ;
; 合 に は迅速 さ が要求 さ れ る た め ， フ ァ ッ ク ス で主要団 の確立 を 目 指 し て い る 。 現在取 り 組ん で い る の は， 上 i
f 体へ提供 し た り ， 試験場の ホ ー ム ペ ー ジ で情報 を公開 述 し た 予察技術の 改善試験以 外 に ， r野菜軟腐病 を 誘 ;
+ し て い る 。 発す る ピ シ ウ ム 病の発生生態 の 解明 と 防除対策J， r 卜 f

.， 

4 特 に ， 葉 い も ち の 予察情報 と し て 「 プ ラ ス タ ム 情 マ ト の 隔離床養液土耕技術 と 天敵利 用 技術 の 現地 実 4
; 報J を 6 月 中旬 か ら 7 月 末 ま で試験場の ホ ー ム ペ ー ジ 証J， r耐性菌発達防止技術J を ， こ の ほ か臭化 メ チ ル ;
; で公開 し て い る 。 1 2 年度 は 「 プ ラ ス タ ム メ ッ シ ユ ー の代替技術， 農薬 の効果試験な ど も 行 っ て い る 。 こ れ ;
; 岡 山版」 も 試験的 に 公開 し 好評 を 得 た 。 ま た ， テ レ ホ ら の研究成果 は病虫研究室や 防除所の資料 と し て 発表 ;
+ ン サ ー ビ ス で は ， 年 8 回程度， 防除作業や 注意報な ど さ れ， 関係機関 に 活用 さ れて い る 。 す

も の情報 を 提供 し て い る 。 な お ， 斑 点 米 カ メ ム シ に つ い て は， 1998， 1999， + 
j 2 病害虫防除の指導 2000 年 の 3 か年連続 し て 注意報 を 発表 す る よ う な 状 ;
; ( I ) 病害虫診断や 防除の相談 況 に あ る た め ， 防除対策が要望 さ れて い る 。 こ れか ら ;
; 主 に 普及員 か ら 専門技術員 を 通 し て ， ま た は 農協職 は ， 防除所， 病虫研究室， 病害虫専技だ け で な く ， 水 ;
+ 員， 直接農家か ら も 多 く の被害サ ン プルが持 ち 込 ま れ 稲担当 の普及員 や 団体， 農家 に も 協力 を願 い ， 発生調 f
4 る 。 1999 年度 に は約 600 件， 2000 年度 に は 12 月 ま で 査 を行 う と と も に 防除の推進 を 進 め て い き た い と 考 え 4
; に 450 件程度持 ち 込 ま れた。 こ れ ら の サ ン プル は病害 て い る 。 た だ， 注意報 を 発表 し て も ， 米価の低落や農 ;
; 虫以外の 生理障害 な ど も あ る の で， 他の研究室 な ど と 家の高齢化 な ど に よ り ， 農家 の 防除意欲が少 な く な っ j
f 連携 を 図 り な が ら ， 迅速で よ り 正確 な診断が で き る よ て い る な ど課題 も 多 い。 + 
寺 う に 努め て い る 。 こ の 点で は ， 防除所 と 病虫研究室が 終わ り に f 
A ほ ぽ一体化 し て い る こ と や， 農業試験場 自 体が大 き な 本県の 防除所の体制 は ， 病虫研究室 の業務 を 兼務 し も
; 総合病院で あ る こ と が幸 い し て い る 。 サ ン プル の受付 て い る こ と や， 病害虫専技 と も 密 な 関係 を持 っ て い る 4
3 は は ， 当 日 在室 の職員が対応 し て い る が， 出張 し て い こ と か ら ， 各種病害虫 の診断の対応や 防除指導 を一貫 ;
; る 場合が多 く ， 病害虫専技 と 病虫研究室長が主 に 対応 し て 行 い や す い こ と は 大 き な利点であ る 。 一方， こ れ ;
+ し て い る の が実情で あ る 。 病害標本が検鏡だ け で診断 ま で病虫研究室 を兼務 し て い た こ と か ら 防除所の 独 自 f
も で き る 場合 は よ い が， で き な い場合 は担当者が夕 方か 性 を 示す こ と がで き ず， ま た 防除所職員 も 病害研究室 4
i ら 菌の分離や接種 な ど を行い， 病原 を確認 し て い る 。 の職員 と 見 な さ れが ち で， 減員の対象 に な っ て い る こ 4

i 病害虫 の被害標本 の持ち 込み以外 に ， 電話 に よ る 問 と は否 め な い。 ; 
f い 合わ せ も 多 い。 病気の症状 は 電話 で は 診 断 し に く 発生予察 の情報 は 今後 と も 重要断増す こ と は必須 ;
+ く ， 正確な診断 を す る た め に ， 持参 し て く れ る よ う に であ る が， い ずれ も 地域の詳細 な調査結果 に 基 づ い て f
A 指導 し て い る 。 な かで も 農薬 に 関 す る 相談が多 く ， 適 行わ な け ればな ら ず， そ の蓄積 に は 防除所の 担 当 者 だ +
; 正使用 の遵守 を指導 し て い る 。 け で は 限界 に 近づい て お り ， 他の機関や 防除組織 と �，
:t ( 2 
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